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 第１６５回役員会・第７４回経営審議会 議事要録 
 

 
日 時：２０２５年１１月２５日（火）１４：００～１４：４５ 

会 場：北九州市立大学 北方キャンパス 本館 Ｅ－７０１会議室（オンライン併用） 

出席者：津田理事長、柳井副理事長、白川理事、桝尾理事、中武理事、後藤理事、中本理事、 

井上委員、瓜生委員、大石委員、久保委員、小林委員、曽山委員、松永委員 

オブザーバー：中野監事、福田監事、内田副学長、寺田副学長 

 

 

議 案 

１ 内部質保証に係る自己点検・評価の実施結果について 

２ 産学連携協定について 

３ ２０２５年度北九州市立大学教職員の給与改定等に関する規則の改正について 

４ マネジメント研究科科目等履修にかかる公立大学法人北九州市立大学授業料等に関する

規則の改正について 

 

報 告 

  １ 低学年からの就職支援の強化について 

 

 

議案１ 内部質保証に係る自己点検・評価の実施結果について 

＊ 「北九州市立大学内部質保証の方針」に基づき、内部質保証推進室にて実施した２０２４年

度の状況に関する全学レベルの点検結果について提案。 

 

＜質疑応答＞  
 
［委員］ 

  文部科学省の全国学生調査の結果などを活用し、学生による教育評価や満足度の把握をして、

今後どのように教育の質や向上に向けて取組を進めていくのか。 
 
［副理事長］ 

  毎年、授業評価アンケート等で学生の声を聴取しており、全学的にも検討体制を整えている

が、今年度から本格実施となる文部科学省の全国学生調査の結果を踏まえて、学生の意見をよ

り大学運営に反映していきたい。 
 
［委員］ 

  北方キャンパスとひびきのキャンパスで評価主体の表記が異なるが、組織構造の違いによる

ものか。 
 
［事務局］ 

  評価の視点は組織・学部単位で統一しており、表記の違いは今後統一する。 
 
［委員］ 

  自己点検評価は定性的な内容が多いが、大学の風土や将来像、社会への発信はどこで評価や

検討をされているのか。 
 
［事務局］ 

  内部質保証に係る自己点検・評価は50項目の主に定性的評価を用いているが、大学の施策や

取組における進捗状況については、定量的評価も用いた法人評価にて把握している。あわせて、

大学の目標や社会課題への対応は中期目標・中期計画に基づき、毎年、進捗状況をチェックし

ている。 
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【議長】提案のとおり承認してよろしいか。 

【委員】異議なし。 
 

 

議案２ 産学連携協定について 

＊ 新学部における実践的な共同教育の推進を目的とした産学連携協定を新たに５社と締結する

ことについて提案。 

 

 

＜質疑応答＞  
 
［副理事長］ 

  協定を結んだ企業と連携し、ＰＢＬ授業に関する教科書の執筆を進めており、年度内に出版

予定である。 

 

［委員］ 

  企業との連携による実践的教育を教材化することは今後重要になってくるだろう。今後の通

信教育・通信課程への展開も可能になっていくと思うので、教材化に向けて引き続き取り組ん

でいただきたい。 
 
 
［委員］ 

  教科書作成にあたっては、紙媒体だけでなく映像など多様なメディアの活用も検討してほし

い。 
 
［理事］ 

  ご意見を踏まえ、今後は映像等も含めた教材開発も検討していきたい。 
 

【議長】提案のとおり承認してよろしいか。 

【委員】異議なし。 
 
 

議案３ ２０２５年度北九州市立大学教職員の給与改定等に関する規則の改正について 

＊ 教職員の給与及び通勤手当の改定、期末・勤勉手当の支給等について提案。 

 
 
＜質疑応答＞ なし 
 
【議長】提案のとおり承認してよろしいか。 

【委員】異議なし。 
 
 

議案４ マネジメント研究科科目等履修にかかる公立大学法人北九州市立大学授業料等に関する

規則の改正について 

＊ 大学院マネジメント研究科修了生の継続的な学びやネットワーク構築、入学者獲得を促進す

るため、当該修了生が科目等履修生として再履修する場合の授業料を通常より安価に設定す

ることについて提案。 

 

 

＜質疑応答＞  
 
［委員］ 

  正課外の授業に対して教育質保証をして、マイクロクレデンシャル（デジタル証明）として

学修歴を残していくようなマーケットがアジアを中心に広まってきている。ビジネスマネジメ
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ント分野では学び直しが重要となるため、卒業生の継続的学びに対してデジタル証明を付与す

るような仕組みを今後検討していくとよいのではないか。 
 
［委員］ 

  改正された制度は、修了生が在学中に履修できなかった講義や新たな分野学びやすくすると

ともに、異なる世代・職業間での交流を促進できる有意義な制度であると感じる。 
 

【議長】提案のとおり承認してよろしいか。 

【委員】異議なし。 
 
 

報告１ 低学年からの就職支援の強化について 

＊ 企業の採用活動早期化に対応して、1・2年次からの就職ガイダンスや対策講座への参加を促

進するため、学生交流スペース（ホワイトハウス内）に「就活カフェ（知るカフェ）」を設置

することについて報告。 
 
 

＜質疑応答＞ 
 

［理事長］ 

  全国展開の大手企業だけではなく、地元中小企業も参加できるような運営負担金等を検討し

ていただき、市内企業のアクセスを強化してほしい。 

 

 

 


